
３０７号　令和３年（２０２１年）１１月９日発行 2決算特別委員会・賛否討論

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

反対討論 賛成討論
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
生
活

支
援
対
策
等
を
実
施
し
た
こ
と
で
、

決
算
額
は
、
当
初
予
算
を
大
幅
に
超

え
た
。

　
市
は
、
受
益
者
負
担
の
方
針
の
下
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
市
立
小
・
中

学
校
の
教
材
費
の
公
費
削
減
を
進
め

て
き
た
が
、
一
方
で
、
高
齢
者
や
女

性
及
び
若
年
層
を
中
心
と
し
て
貧
困

や
格
差
が
よ
り
顕
在
化
し
た
こ
と
へ

の
対
応
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
自
助
、
共
助
及
び
受
益
者
負
担
を

強
い
て
公
助
を
減
ら
す
行
財
政
改
革

を
進
め
て
き
た
こ
と
は
、
多
様
な
市

民
が
共
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
、

人
権
意
識
に
根
差
し
た
社
会
保
障
の

視
点
に
欠
け
て
い
る
た
め
、
本
決
算

に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
令
和
２
年
度
、
政
府
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
無
為
無

策
を
繰
り
返
し
、
公
的
責
任
を
果
た

す
べ
き
と
こ
ろ
、
自
己
責
任
論
を
強

く
押
し
出
す
姿
勢
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
も
公
共
施

設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
感
染
症
予

防
の
た
め
人
数
や
時
間
な
ど
を
制
限

し
た
と
し
て
も
減
額
を
行
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
子
ど
も
が
集
ま
る
施
設

で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
的
な
拡
充

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
基
金
を
大
胆
に
活
用
す
べ
き
局
面

で
、
市
は
基
金
を
前
年
度
比
で
17
億

円
以
上
積
み
増
す
一
方
、
市
民
へ
の

支
援
拡
充
に
は
乗
り
出
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
最
優
先
の
市

政
に
転
換
す
る
よ
う
求
め
、
本
決
算

に
反
対
す
る
。

公
明
府
中

　
市
は
、
令
和
２
年
度
の
市
政
運
営

方
針
表
明
に
当
た
り
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に
推
し
進
め
る

年
と
す
べ
く
「
継
続

　
そ
れ
が
府
中

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
26
万
市
民
の

負
託
に
応
え
る
と
の
強
い
決
意
を
示

し
た
。
法
人
市
民
税
等
の
増
収
分
を

基
金
に
積
み
立
て
た
こ
と
等
に
よ
り
、

基
金
残
高
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
、
食
品
ロ
ス
削

減
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
庁
内
で

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
が
実
施
さ
れ
、
提

供
さ
れ
た
食
品
は
、
重
量
で
前
年
度

比
12
・
５
倍
と
充
実
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
、
行
動

の
10
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
２
年

度
の
取
組
を
高
く
評
価
し
、
本
決
算

に
賛
成
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
、
市
の
財

政
に
表
れ
る
最
初
の
年
度
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
歳
入
の
面
か
ら

も
行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進
と
引

き
続
き
の
健
全
な
財
政
運
営
が
確
認

で
き
た
こ
と
を
大
い
に
評
価
す
る
。

　
歳
出
で
は
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
課

題
を
地
域
で
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
た
ほ
か
、
全
国
で
も
先
進

的
な
取
組
で
あ
る
道
路
等
包
括
管
理

事
業
を
市
内
全
域
に
拡
充
し
た
。

　
市
と
市
議
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

少
し
で
も
市
政
を
前
に
進
め
よ
う
と

し
た
努
力
は
、
将
来
へ
の
大
切
な
一

歩
で
あ
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

生
活
へ
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

歳　　入

歳　　出

委
員

　
令
和
２
年
度
決
算
に

お
け
る
個
人
市
民
税
と
法
人

市
民
税
の
、
予
算
編
成
時
の

状
況
及
び
決
算
額
と
の
差
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
民
税
課
長
補
佐

　
個
人
市

民
税
に
つ
い
て
は
、
予
算
編

成
時
、
景
気
が
年
間
を
通
し

て
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

り
、
雇
用
の
改
善
や
名
目
賃

金
の
指
標
が
好
調
で
、
賃
金
が
増
加
し
て
い

る
状
況
な
ど
か
ら
積
算
し
た
が
、
給
与
所
得

者
１
人
当
た
り
の
所
得
割
額
が
当
初
の
想
定

ほ
ど
上
昇
し
な
か
っ
た
た
め
、
見
込
み
ほ
ど

伸
び
ず
、
予
算
決
算
の
差
は
、
約
２
億
８
５

０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
法
人
市
民

税
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
時
の
予
測
が
困

難
な
高
額
納
税
の
実
績
が
あ
る
特
定
法
人
な

ど
か
ら
の
納
付
に
加
え
、
景
気
の
影
響
に
よ

り
そ
の
他
の
法
人
か
ら
の
税
収
も
伸
び
た
た

め
、
予
算
決
算
の
差
は
、
約
20
億
３
８
０
０

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　▲日頃から防災意識の向上を

（
２
・
３
面
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員

　
青
少
年
総
合
相
談
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
事
業

再
編
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
内

容
は
。
ま
た
、
相
談
実
績
が
６
人
、

11
件
と
少
な
い
が
、
窓
口
の
周
知

方
法
を
聞
き
た
い
。

児
童
青
少
年
課
長

　
元
年
度
ま
で

は
こ
の
事
業
に
お
い
て
、
ひ
き
こ

も
り
の
相
談
に
対
応
し
て
い
た
が
、

対
象
者
の
高
齢
化
等
の
課
題
が
顕

在
化
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
年
齢

に
関
わ
ら
ず
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２

年
度
か
ら
、
暮
ら
し
と
し
ご
と
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
に
窓
口
を
一
本
化

し
、
相
談
者
の
悩
み
や
困
り
事
に

幅
広
く
対
応
す
る
形
態
に
再
編
し

た
。
ま
た
、
周
知
に
つ
い
て
は
、

市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

市
内
公
共
施
設
で
の
チ
ラ
シ
配
布

等
で
行
っ
て
い
る
。

委
員

　
本
市
の
令
和
２
年
度
に
お
け
る
経
常

収
支
比
率
は
、
85
・
１
％
と
聞
く
が
、
今
後

の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

財
政
課
長

　
経
常
収
支
比
率
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
予
見
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
や
税
制
改
正
の
影
響
も
あ
り
、

現
段
階
で
は
市
税
・
交
付
金
な
ど
経
常
一
般

財
源
全
体
で
の
伸
び
は
、
見
込
み
難
い
状
況

に
あ
る
。

　
一
方
で
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
社

会
保
障
関
連
経
費
が
増
大
し
て
い
く
た
め
、

経
常
経
費
の
増
加
要
因
は
拡
大
傾
向
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
目
標
と
し
て
い
る
経
常

収
支
比
率
80
％
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
後
、
難
し
く
な
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

委
員

　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
市
民
協
働

事
業
で
あ
る
Ｓ
ｈ

ａ
ｒ
ｅ
　
Ｆ
Ｕ
Ｃ

Ｈ
Ｕ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ

ｅ
ｃ
ｔ
の
事
業
内

容
は
。

協
働
推
進
課
長

　

同
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
地
域
課
題
を
市
民

協
働
で
解
決
す
る
た
め
の
市
独
自

事
業
で
あ
る
。
外
出
自
粛
等
の
ス

ト
レ
ス
と
い
う
課
題
に
対
し
、
市

民
が
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
の
交
流
活

動
を
提
案
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

の
課
題
へ
の
解
決
策
を
市
民
が
提

示
し
活
動
す
る
。
な
お
、
審
査
を

経
て
採
用
さ
れ
た
活
動
に
対
し
て

は
、
奨
励
金
を
交
付
し
た
。

　
同
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
限

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

市
民
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ッ
ツ
等
を
通
じ

て
、
支
援
し
て
い
く
。

委
員

　
家
庭
教
育

学
級
の
概
要
及
び

実
施
主
体
を
聞
き

た
い
。
ま
た
、
令

和
２
年
度
の
実
施

状
況
と
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
新
た
な

取
組
は
。

文
化
生
涯
学
習
課

長
補
佐

　
教
育
の

出
発
点
で
あ
る
家
庭
教
育
を
支
援

す
る
た
め
、
保
護
者
等
に
学
習
機

会
の
提
供
を
行
う
こ
の
事
業
は
、

市
が
実
施
す
る
も
の
と
、
小
・
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
の
委
託
事

業
が
あ
り
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
の
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
２
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
委
託
事
業

は
全
て
中
止
し
、
市
実
施
の
講
座

は
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
っ
た
。
外
出
せ
ず
講

座
に
参
加
で
き
た
点
な
ど
評
価
し

て
い
た
だ
け
た
と
捉
え
て
い
る
。

戸
配
布
し
た
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
周
知
を
図
っ
た
。

　
成
果
と
し
て
は
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
行
動
の
整
理
が
で
き
た

と
い
う
意
見
を
多
く
の
市
民
か
ら

い
た
だ
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

決
算
特
別
委
員
会防

災
意
識
啓
発
事
業

取
組
の
概
要
や
成
果
は

青
少
年
総
合
相
談
事
業

周　

知　

方　

法　

は

経

常

収

支

比

率

今

後

の

見

通

し

は

Ｓｈａｒｅ　ＦＵＣＨＵ　Ｐｒｏｊｅｃｔ

事 業 内 容 は

個 人 市 民 税 と 法 人 市 民 税

予算編成時の状況及び決算額との差は

委
員

　
近
年
の
風
水
害
の
影
響
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
、
災
害
対
策

や
避
難
所
運
営
の
大
幅
な
見
直
し

な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
　

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
へ
の
防

災
意
識
の
啓
発
の
た
め
に
、
自
主

防
災
ふ
ち
ゅ
う
の
発
行
な
ど
が
行

わ
れ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
概
要
や

成
果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

危
機
管
理
担
当
副
参
事
　
元
年
10

月
の
台
風
19
号
に
よ
る
風
水
害
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
、
避
難
所
運
営
を
大
幅
に
見
直

し
、
そ
の
内
容
を
自
主
防
災
ふ
ち

ゅ
う
に
分
か
り
や
す
く
掲
載
し
全

家 庭 教 育 学 級

実 施 状 況 は


